
【Agenda】       上智不動産ソフィア会「情報交換会」レク 
           2024 年 5 月 16 日（木） 大越 武（1968 年文新卒） 
 

テーマ＝「デジタルライフライン全国総合整備計画」の青写真 

 
〔Ⅰ〕「新たな国土形成計画（全国計画）」＝2023 年 7 月、閣議決定 

（１）2050 年を見据えた 10 年計画。「デジタル田園都市国家構想」の実現 
（２）デジタルとリアルとが融合した「10 万都市」の「地域生活圏」構想 
（３）「10 万都市」のキーワードは「デジタル公民館」「デジタル道の駅」 
（４）「リニア中央新幹線」「新東名・新名神」による 3 大都市圏を結ぶ 
   「日本中央回廊」の形成 

 
〔Ⅱ〕今回の「デジタルライフライン全国総合整備計画」の基本概要 
 （１）「新たな国土形成計画」に盛り込まれた「デジタルの徹底活用」による 
    「デジタル社会（DX）実装基盤の全国整備」の本格的展開 
 （２）基本理念は、社会全体のレベルを目指した「DX の推進」。つまりは、 
    「明治維新の大改革」と同じく、「デジタルによる社会変革期」の位置 

付け。それには、「DX 人材」が必要不可欠。 
 （３）「DX の推進」のキーワードは、2 つ。「ドローン」「自動運転」 
    （これに「空飛ぶクルマ」が加わるか？） 
 （４）「ドローン」の利・活用促進による社会実装。 
    ドローン航路（①河川・天竜川水系上空 30ｋｍ、②送電線・秩父地域

上 
    空 150ｋｍ、➂災害復興対応・能登半島地震でのドローン拠点整備） 
 （５）「自動運転」による物流サービス支援道路。 
   ①高速道路（新東名の沼津ＳＡ－浜松ＳＡ100ｋｍ）②一般道路（茨城県 

日立市大甕駅周辺） 
 
〔Ⅲ〕データ連携基盤の構築（ソフト）と産業ＤＸの政策展開 

（１）デジタルＤＸ時代の新しい物流サービスの実現化。 

① 病院・薬局への「患者の移動」を不要にする「デジタル・オンライン診

療システム 

② 「今すぐ、ここに私だけに荷物が届く」情報の伝達による物流の共同

配送サービスシステム。（真の競争は「商品開発」と「広告宣伝」だけ） 

 （２）「ＡＩ」や「自動運転」のイノベーションを急ぎ、社会実装に。 



   Well―beingな人間中心のネットワークづくり（AI時代の事故責任等） 

 

 


